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発
行
の
ご
あ
い
さ
つ 

私
は
さ
る
７
月
14
日
に
施
行
さ
れ
た
、

山
北
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、
多
く
の

方
々
の
ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
当
選
い
た

し
ま
し
た
川
村
と
し
は
る
で
ご
ざ
い
ま
す
。

紙
面
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
9
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
平
成

14
年
山
北
町
議
会
第
3
回
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
定
例
会
と
し
て
は

初
め
て
出
席
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

を
機
会
に
皆
様
方
に
議
会
で
の
審
議
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報
告

さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
言
う
形
で
お
知
ら

せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た
だ
い

て
ご
意
見

な
ど
も
お

寄
せ
い
た

だ
き
ま
す

よ
う
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。 

9
月
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
員

の
定
数
を
決
定
す
る
条
例
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
条
例
は
山
北
町
の

場
合
、
法
令
上
の
議
員
定
数
は
26
人
で
す

が
、「
山
北
町
議
会
議
員
の
定
数
を
減
少
す

る
条
例
」
に
よ
り
18
人
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
回
、
地
方
分
権
の
推
進
を
は
か
る

た
め
の
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
議
員
定
数
を
条
例
で
制
定
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め

提
出
さ
れ
た
も
の
で

。 

に

す

条
例
案
は｢

定
数
を
18
人
と
す
る｣

案

と｢

定
数
を
16
人
と
す
る｣

の
2
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
2
案
を
一
括
審
議

し
、
先
ず｢

定
数
を
16
人
と
す
る｣

案
の
採

決
が
行
わ
れ
、
賛
成
6
、
反
対
11
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て｢

定
数
を
18
人
と

す
る｣

案
の
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
11
、

反
対
6
で
可
決
さ
れ
、
定
数
が
18
人
と
決

定
し
ま
し
た
。
な
お
、
採
決
は
記
名
投
票

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
平
成
15

年
1
月
1
日
以
後
に

実
施
さ
れ
る
一
般
選
挙

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。 

と
し
は
る
通
信 

採
決
に
入
る
前
に
そ

れ
ぞ
れ
の
案
に
対
し
、

賛
成
あ
る
い
は
反
対
の

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。 

先
ず
、
「
定
数
を
16

人
と
す
る
」
案
に
賛
成

の
討
論
。 

議
員
は
公
人
で
あ
り
、
山
北
町
の
あ
る

べ
き
将
来
の
姿
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

行
政
に
対
し
厳
し
く
改
革
を
迫
る
の
で
あ

れ
ば
議
員
自
ら
に
対
し
て
も
厳
し
く
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
。
民
意
を
反
映
す
る
尺

度
は
人
口
で
あ
り
、
現
在
の
人
口
構
成
で

は
16
人
で
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
広
域
行

政
、
将
来
の
合
併
問
題
等
を
考
え
れ
ば
近

隣
町
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
人
口
構

成
の
似
通
っ
た
町
と
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
議
員
定
数
減
に
よ
る
経
費
の
節
減
は

結

に
過
ぎ
な
い
。 

果

｢

定
数
を
18
人
と
す
る｣

案
に
賛
成
す

る
討
論
。 

山
北
町
は
集
落
が
多
く
、
学
校
、
行
政

支
所
も
多
い
。
こ
れ
ら
集
落
の
隅
々
ま
で

気
を
配
っ
た
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
町
の
仕
事
量
も

増
え
る
こ
と
で
あ
り
、
議
員
の
活
動
も
当

然
多
く
な
っ
て
く
る
。
リ
ス
ト
ラ
的
な
考

え
だ
け
で
議
員
数
を
減
ら
す
こ
と
に
は
反

対
で
あ
る
。
第
4
次
総
合
計
画
で
は
平
成

26
年
度
に
人
口
を
１
６
３
０
０
人
と
す

る
案
を
決
議
し
た
。
将
来
の
合
併
を
論
じ

る
と
き
も
多
く
の
民
意
を
反
映
す
る
必
要

が
あ
る
。
報
酬
の
減
額
を
考
え
て
で
も
現

在
の
人
数
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。 

議
員
定
数
十
八
に
決
定 

平
成
十
五
年
の
選
挙
か
ら 
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全
て
の
意
見
を
お
伝
え
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
大
筋
こ
の
よ
う
な
討
論
が

れ
採
決
さ
れ
ま
し
た
。 

な
さ

 建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
所
属 

私
、
川
村
と
し
は
る
は
去
る
８
月
５
日

の
臨
時
議
会
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。
こ
の

臨
時
議
会
は
町
長
の
２
期
目
に
対
す
る
所

信
表
明
が
行
わ
れ
、
第
４
次
総
合
計
画
を

着
実
に
推
進
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
す
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
私
、
川
村
は
自

己
紹
介
の
後
、
議
長
か
ら
議
席
と
常
任
委

員
会
の
所
属
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
議
席

は
３
番
、
常
任
委
員
会
は
建
設
経
済
常
任

委
員
会
で
、
何
れ
も
欠
員
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
。
建
設
経
済
常
任
委
員
会
は

役
場
組
織
で

は
、
都
市
整

備
課
、
産
業

観
光
課
、
上

下
水
道
課
が

対
象
で
す
。 
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町
長
は
平
成
13
年
度
の
主
要
な
施
策

の
成
果
並
び
に
予
算
執
行
の
実
績
報
告
を

行
い
ま
し
た
。 

山
北
町
に
お
い
て
も
財
源
の
中
心
と
な

る
税
収
が
前
年
同
様
減
収
と
な
る
な
ど
厳

し
い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
全
て
の
事
務

事
業
の
見
直
し
、前
例
踏
襲
主
義
の
排
除
、

費
用
対
効
果
、
コ
ス
ト
の
検
討
な
ど
を
行

な
い
財
政
の
ス
リ
ム
化
、
効
率
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
国
県
補
助
金
や
交
付
金

な
ど
の
積
極
的
な
導
入
、
更
に
は
財
政
調

整
金
を
始
め
と
し
た
積
立
金
の
有
効
活
用

な
ど
に
よ
り
、
第
4
次
総
合
計
画
の
重
点

施
策
・
事
業
の
展
開
に
必
要
な
財
源
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。 

年
度
中
は
、
山
北
町
第
4
次
総
合
計
画

の
基
本
理
念｢

交
流
・
参
加
・
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り｣

並
び
に
、
将
来
像

｢

さ
わ
や
か
な
風
が
ふ
き
ぬ
け
る
き
ら
め

き
と
交
流
の
町｣

の
実
現
を
目
指
し
、積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
一
般
会
計
、
9

特
別
会
計
、
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
総

額
で
歳
入
決
算
額
百
五
億
四
千
三
百
十
七

万
八
千
円
、
歳
出
総
額
百
億
三
千
七
百
五

十
九
万
千
円
と
な
り
、
五
億
五
百
五
十
八

万
七
千
円
の
剰
余
金
が

生
じ
ま
し
た
が
、
こ
の

内
、
千
五
百
五
十
万
円

は
翌
年
度
に
繰
り
越
す

財
源
の
た
め
、
実
質
収

支
は
四
億
九
千
八
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
後
決
算
書
は
総
務
、
文
教
民
生
お

よ
び
建
設
経
済
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
審
議
、
承

認
が
な
さ
れ
、本
会
議
に
お
い
て
、承
認
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
六
十
億
三

千
六
十
九
万
円
（
前
年
比
十
六
、
五
％
増
）

歳
出
決
算
額
は
五
十
八
億
九
千
七
百
四
十

六
万
三
千
円
（
前
年
度
比
十
七
、
三
％
増
）

と
な
り
、
一
億
三
千
三
百
二
十
二
万
七
千

円
の
剰
余
金
が
生
じ
た
。 

平
成
13
年
度
決
算
の
認
定 

歳
入
総
額

105
億

4318
万
円 

一
般
会
計
は
60
億

3069
万
円 

歳
入
金
は
自
主
財
源
（
表
中
青
色
の
網

掛
け
）
の
う
ち
町
税
は
減
と
な
っ
た
が
、

財
産
売
却
に
伴
う
財
産
収
入
、
河
村
城
跡

用
地
購
入
に
伴
う
基
金
か
ら
の
繰
入
金
の

大
幅
増
に
よ
り
、
三
十
二
億
六
百
五
十
四

万
七
千
円
（
前
年
度
比
六
、
七
％
増
）
依

存
財
源
（
表
中
茶
色
の
網
掛
け
）
に
つ
い

て
は
地
方
交
付
税
は
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

町
営
住
宅
整
備
補
助
金
な
ど
の
国
庫
支
出

金
の
増
、
山
村
振
興
事
業
な
ど
の
県
支
出

金
の
増
、
河
村
城
跡
用
地
購
入
に
よ
る
町

債
の
増
に
よ
り
、
二
十
八
億
二
千
四
百
十

四
万
三
千
円
（
前
年
度
比
三
十
％
増
）
と

な
り
ま
し
た
。 

歳
出
に
つ
い
て
は
歳
入
同
様
、
花
と
水

の
交
流
圏
づ
く
り
事
業
、町
営
住
宅
整
備
、

河
村
城
跡
用
地
購
入
、
山
村
振
興
事
業
な

ど
の
投
資
的
経
費
の
増
に
よ
り
前
年
度
比

大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
目
的
別
歳
出

額
を
表
と
グ
ラ
フ
に
示
し
ま
す
。 

 

◇歳入内訳（単位：千円） 
区 分 決算額 構成比 

町 税 2,240,398 37.1 
地 方 譲 与 税 46,950 0.8 
利子割交付金 51,472 0.9 
地 方 消 費 税 112,064 1.9 
ゴルフ場利用税 19,781 0.3 
自動車取得税 51,246 0.8 
地方特例交付金 61,926 1.0 
地 方 交 付 税 1,127,425 18.7 
交通安全交付金 3,151 0.1 
分担金及び負担金 60,911 1.0 
使用料及び手数料 133,665 2.2 
国 庫 支 出 金 342,759 5.7 
県 支 出 金 479,703 8.0 
財 産 収 入 58,802 1.0 
寄 付 金 2,340 0.0 
繰 入 金 406,502 6.7 
繰 越 金 149,280 2.5 
諸 収 入 154,649 2.6 
町 債 527,666 8.7 
合 計 6,030,690 100.0 

◇目的別歳出内訳（単位：千円）

科 目 決算額 構成比 

議 会 費 110,650 1.9 
総 務 費 1,463,006 24.8 
民 生 費 630,885 10.7 
衛 生 費 694,796 11.8 
農林水産業費 459,948 7.8 
商 工 費 147,918 2.5 
土 木 費 750,989 12.7 
消 防 費 280,259 4.8 
教 育 費 1,015,151 17.2 
災 害 復 旧 費 6,119 0.1 
公 債 費 331,738 5.6 
諸 支 出 金 6,004 0.1 
合 計 5,897,463 100.0 

歳入総額　6,030,690千円

自主財
源
53%

依存財
源
47%

3,206,547
2,824,143

歳出内訳

土木費
12.7%

商工費
2.5%

農林水
産業費
7.8%

公債費
5.6%災害復

旧費
0.1%

教育費
17.2%

議会費
1.9%

諸支出
金
0.1%

衛生費
11.8%

民生費
10.7%

総務費
24.8%

消防費
4.8%

 


